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「
３
・
１１
」
当
時
の
最
高

責
任
者
が
い
ま
何
を
思
い
、

何
を
伝
え
た
い
の
か
。
日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
（
浅
田
次
郎
会

長
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
脱

原
発
を
考
え
る
ペ
ン
ク
ラ
ブ

の
集
い
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

４
～
福

島
原
発
事
故
―
総
理
大
臣
と

し
て
考
え
た
こ
と
～
」
（
文

学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
学
科
共
催
）
が
３
月
１５

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
、
菅
直
人
元
首
相
が
福

島
第
一
原
発
事
故
の
実
相
と

脱
原
発
に
向
け
た
自
身
の
活

動
を
語
っ
た
。
同
シ
ン
ポ
の

専
大
で
の
開
催
は
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

２
か
ら
３
回
目
。

６
０
０
人
を
超
す
聴
衆
が

注
目
す
る
な
か
、
菅
氏
は
ま

ず
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後

か
ら
福
島
第
一
原
発
で
起
こ

っ
た
危
機
の
連
鎖
を
、
そ
の

後
の
検
証
で
明
ら
か
に
な
っ

た
事
実
を
交
え
説
明
し
た
。

最
大
の
危
機
と
し
て
挙
げ

た
の
が
４
号
機
の
使
用
済
み

燃
料
プ
ー
ル
。
電
源
喪
失
で

冷
却
機
能
が
失
わ
れ
、
プ
ー

ル
の
水
が
蒸
発
し
て
燃
料
棒

が
む
き
出
し
に
な
れ
ば
、
高

濃
度
の
放
射
性
物
質
が
水
素

爆
発
で
破
壊
さ
れ
た
建
屋
上

部
か
ら
大
気
中
に
大
量
に
放

出
さ
れ
る
と
危
惧
さ
れ
た
。

「
福
島
第
一
原
発
か
ら
東

京
都
を
含
む
半
径
２
５
０
㌔

以
内
の
５
０
０
０
万
人
が
避

難
す
る
事
態
も
あ
り
得
た
。

偶
然
が
重
な
り
結
果
と
し
て

最
悪
の
事
態
は
免
れ
た
が
、

ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
だ
っ
た

と
い
う
認
識
が
都
民
の
皆
さ

ん
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
」

と
都
知
事
選
で
脱
原
発
を
掲

げ
た
細
川
護
熙
元
首
相
の
敗

因
を
指
摘
し
た
。

再
稼
働
に
前
向
き
な
安
倍

政
権
の
下
、
原
発
立
地
３０
㌔

圏
内
の
自
治
体
の
中
に
は
、

地
震
な
ど
の
災
害
と
原
発
事

故
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合

の
避
難
計
画
が
未
整
備
の
ま

ま
、
再
稼
働
を
求
め
る
動
き

も
あ
る
。
同
氏
は
「
大
渋
滞

や
停
電
、
放
射
能
汚
染
の
危

険
の
中
で
数
十
万
人
の
住
民

を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
計
画

を
作
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
。
東
日
本
大
震
災
時
の
避

難
で
は
い
ろ
い
ろ
な
対
応
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
数
十
人

の
方
が
亡
く
な
り
、
今
で
も

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
」

と
陳
謝
し
た
上
で
、
「
避
難

計
画
と
い
う
重
要
な
危
機
管

理
が
不
完
全
」
と
現
状
に
強

い
危
機
感
を
表
し
た
。

同
氏
は
昨
年
６
月
、
Ｎ
Ｒ

Ｃ
（
米
原
子
力
規
制
委
員

会
）
の
ヤ
ツ
コ
前
委
員
長
と

放
射
性
物
質
漏
れ
が
問
題
と

な
っ
た
米
国
サ
ン
オ
ノ
フ
レ

原
発
を
視
察
し
、
現
地
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
し
た
こ

と
を
紹
介
。
運
営
会
社
は
そ

の
３
日
後
に
廃
炉
を
決
定
し

た
が
、
原
因
と
な
っ
た
蒸
気

発
生
器
の
製
造
元
で
あ
る
三

菱
重
工
に
巨
額
の
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。「

外
国
の
原
発
で
事
故
が

起
こ
れ
ば
売
り
込
ん
だ
国
や

メ
ー
カ
ー
も
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
る
の
か
、
注
目
し
て

い
る
。
福
島
の
事
故
前
は
私

も
日
本
の
原
発
技
術
を
海
外

に
売
り
込
ん
だ
が
、
考
え
を

改
め
た
。
安
倍
さ
ん
は
ど
う

な
の
か
」
と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
続
け
る
安
倍
首
相
を
批

判
。
「
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル

首
相
は
福
島
の
事
故
ま
で
脱

原
発
に
は
反
対
だ
っ
た
。
小

泉
（
純
一
郎
元
首
相
）
さ
ん

の
言
う
と
お
り
、
安
定
多
数

の
与
党
が
決
断
す
れ
ば
脱
原

発
は
実
現
で
き
る
と
期
待
し

て
い
る
」
と
語
り
、
今
後
も

積
極
的
に
脱
原
発
に
向
け
、

活
動
す
る
決
意
を
示
し
た
。

山
田
健
太
文
学
部
教
授
、

作
家
の
茅
野
裕
城
子
氏
と
吉

岡
忍
氏
（
い
ず
れ
も
ペ
ン
ク

ラ
ブ
理
事
）
ら
と
の
質
疑
応

答
で
は
「
日
本
は
効
率
一
辺

倒
か
ら
転
換
で
き
な
い
の

か
」
と
い
う
問
い
も
。
菅
氏

は
「
成
長
至
上
主
義
か
ら
の

脱
却
は
容
易
で
な
い
が
、
悲

観
的
要
素
ば
か
り
で
は
な

い
」
と
述
べ
「
巨
大
な
装
置

産
業
の
原
発
は
中
央
集
権
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
『
里
山
資

本
主
義
』
な
ど
の
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
分
権
型
社
会
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
希
望
を
つ
な
ぐ
姿
勢
を
示

し
た
。

司
会
の
中
村
敦
夫
理
事
が

「
原
発
を
進
め
る
か
や
め
る

か
は
思
想
の
分
岐
点
。
分
岐

点
を
越
え
る
エ
ン
ジ
ン
に
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
結

び
、
聴
衆
か
ら
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

「
源
氏
物
語
」
を
史
料
的

な
角
度
か
ら
探
る
人
文
科
学

研
究
所
（
小
山
利
彦
所
長
）

の
公
開
講
演
会
「
平
安
皇
朝

の
国
際
交
流
と
源
氏
物
語
」

が
３
月
６
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
、
小
山
利
彦

文
学
部
教
授
∥
写
真
、
陣
野

英
則
早
稲
田
大
学
教
授
、
河

添
房
江
東
京
学
芸
大
学
教
授

の
３
人
が
研
究
の
一
端
を
披

露
し
た
。

小
山
教
授
は
「
平
安
皇
権

と
渤
海
の
交
流
か
ら
『
源
氏

物
語
』
へ
」
と
題
し
、
７
世

紀
末
に
朝
鮮
半
島
北
部
か
ら

ロ
シ
ア
沿
海
部
に
か
け
て
成

立
し
た
国
「
渤
海
」
が
、
唐
に

圧
迫
さ
れ
新
羅
と
対
抗
す
る

な
か
で
盛
ん
に
日
本
に
使
節

を
よ
こ
し
た
事
実
を
説
明
。

交
流
が
漢
詩
文
な
ど
に
と
ど

ま
ら
ず
、
当
時
の
天
皇
の
政

治（
宮
廷
政
治
）と
深
く
関
わ

っ
て
い
た
と
解
説
し
た
。

宮
中
の
正
月
行
事
も
渤
海

使
を
交
え
て
行
わ
れ
た
が
、

と
う

か

そ
の
一
つ
「
踏
歌
」
を
大
き

く
扱
っ
て
い
る
の
が
源
氏
物

語
。
「
末
摘
花
、
真
木
柱
、

初
音
の
巻
で
描
写
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
竹
河
の
巻
名
は
踏

歌
の
曲
名
そ
の
も
の
」
と
語

り
、
源
氏
物
語
の
注
釈
書

（「
河
海
抄
」）
が
踏
歌
の
最

大
史
料
と
説
明
し
た
。

シ
ス
テ
ム
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
Ｓ

Ｄ
）
学
会
の
日
本

支
部
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
）

は
、ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
Ｓ
Ｄ
国

際
会
議(
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を
、
２
月
２２
日
か
ら

２４
日
ま
で
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
た
。

２２
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

は
矢
野
建
一
学
長
が
出
席
し

あ
い
さ
つ
し
た
∥
写

真
。
参
加
者
は
９５

人
。
海
外
２１
カ
国
か

ら
２５
の
国
籍
を
持
っ

た
約
５０
人
が
参
加
、

英
、
米
、
チ
リ
、
ト

ル
コ
か
ら
の
招
待
者

に
加
え
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
主
要

国
、
さ
ら
に
ラ
ト
ビ

ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
Ｕ

Ａ
Ｅ
な
ど
か
ら
参
加
者
を
迎

え
、
半
数
が
外
国
人
と
い
う

学
会
と
な
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
と
は
社
会
シ
ス
テ
ム

を
中
心
と
し
た
広
い
分
野
に

お
い
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
含
む
因
果
ル
ー
プ
を
モ
デ

ル
化
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
手

法
。
今
回
は
日
本
の
Ｓ
Ｄ
導

入
５０
年
を
記
念
す
る
意
味
と

併
せ
、
今
後
伸
び
ゆ
く
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
で
隔
年
開
催

す
る
国
際
会
議
の
第
１
回
と

な
っ
た
。
（
内
野
明
Ｊ
Ｓ
Ｄ

会
長
∥
商
学
部
教
授
）

メ
コ
ン
地
域
現
地

調
査
の
中
間
報
告

シ
ン
ポ
開
催

「
メ
コ
ン
地
域
五
カ
国
域

内
に
お
け
る
現
地
中
小
企
業

の
貿
易
活
動
の
調
査
」
を
押

し
進
め
て
い
る
社
会
知
性
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
国
際
経

営
研
究
セ
ン
タ
ー
（
小
林
守

商
学
部
准
教
授
代
表
）
の
中

間
報
告
を
兼
ね
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
３
月
７
日
、
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
関
係
者
ら
約
５０
人
が

参
加
し
、
報
告
会
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
∥
写
真
。

同
調
査
は
、
川
崎
商
工
会

議
所
と
の
共
同
事
業
で
、
経

済
成
長
の
著
し
い
メ
コ
ン
地

域
（
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
の
実
態
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
へ

の
進
出
を
検
討
す
る
市
内
企

業
に
対
応
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
目
指
す
。

報
告
会
で
は
５
氏
が
報

告
。
２
０
１
３
年
９
月
と
１４

年
２
月
に
実
施
し
た
現
地
調

査
の
結
果
や
、
ベ
ト
ナ
ム
企

業
の
現
状
な
ど
が
発
表
さ
れ

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
小
林
代
表
が
モ
デ
レ

ー
タ
ー
を
務
め
、
４
氏
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
。「
ベ

ト
ナ
ム
進
出
の
メ
リ
ッ
ト
と

リ
ス
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ

ス
ク
軽
減
の
要
素
と
し
て

「
人
材
育
成
」
を
挙
げ
、
現

地
採
用
の
利
点
や
ミ
ド
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
育
成
な
ど
、
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

【
報
告
者
】
※
発
表
順

・
小
泉
幸
洋
氏
（
川
崎
商
工

会
議
所
専
務
理
事
）

・
渡
辺
達
朗
商
学
研
究
所
長

（
商
学
部
教
授
）

・P
h
a
m
T
h
i
M
i
n
h
N
g
h

i
a

氏（
ハ
ノ
イ
計
画
投
資
局

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

長
）

・D
r.
L
e
T
h
i
L
a
n
H
u
o
n

g

氏
（
ベ
ト
ナ
ム
国
民
経
済

大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

〔
Ｎ
Ｅ
Ｕ
〕
主
任
）

・
齊
藤
正
之
氏
（
㈱
Ｖ
Ｃ
Ｃ

代
表
取
締
役
）

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

・
鈴
木
直
久
氏
（
川
崎
商
工

会
議
所
副
会
頭
）

・D
r.
T
r
a
n

T
h
i

V
a
n

H
o
a

氏
（
Ｎ
Ｅ
Ｕ
院
長
）

・
齊
藤
正
之
氏

・
上
田
和
勇
大
学
院
商
学
研

究
科
長
（
商
学
部
教
授
）

英
語
の
こ
と
わ
ざ
の
一
つ
に
に
こ
ん
な

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
馬
を
水
際
ま
で
連

れ
て
い
く
こ
と
は
で
き
て
も
、
水
を
飲
ま

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い(

Y
o
u
c
a
n
l
e
a

d
a
h
o
r
s
e
t
o
w
a
t
e
r
b
u
t
y
o
u
c
a

n
'
t
m
a
k
e
h
i
m
d
r
i
n
k
.
)

」
こ
れ
は
、

飼
い
主
が
馬
が
水
を
飲
み
た
い
だ
ろ
う
と

判
断
し
て
馬
を
水
際
に
連
れ
て
行
っ
て

も
、
馬
は
水
を
飲
む
と
は
限
ら
な
い
。
馬

自
身
の
の
ど
が
渇
い
て
い
な
け
れ
ば
水
を

飲
ん
だ
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、
研

修
会
を
実
施
し
た
り
と
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
な
い
よ
う
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
自
身
が
キ
ャ
ン
パ
ス

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
無
意
識
・
無
関
心
で

は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
加
害
者
に
な
っ

て
被
害
者
を
攻
撃
し
た

り
、
あ
る
い
は
被
害
者

に
な
っ
て
深
く
傷
つ

き
、
学
校
生
活
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
な
い
と
も
限
り

ま
せ
ん
。

こ
と
わ
ざ
の
馬
に
例
え
て
言
え
ば
「
の

ど
が
渇
い
て
」
か
ら
、
あ
わ
て
て
水
飲
み

場
を
探
し
て
水
を
む
さ
ぼ
る
よ
り
、
ど
こ

に
行
っ
た
ら
水
が
飲
め
る
の
か
、
日
ご
ろ

か
ら
少
し
だ
け
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
。み

な
さ
ん
は
水
を
飲
み
た
い
で
し
ょ
う

か
？

今
は
飲
み
た
く
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

万
一
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

で
悩
ん
だ
と
き
や
誰
か
に
相
談
し
た
く
な

っ
た
と
き
の
た
め
に
、
ま
ず
は
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
の
存
在
を
記

憶
の
一
片
に
と
ど
め
て
お
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

私
た
ち
対
策
室
員
が
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
知
識
を
持
っ
て

お
く
こ
と
、
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
理
解
し

て
お
く
こ
と
、
ま
た
、
万
一
被
害
者
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
、
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
み
な
さ
ん

の
身
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
品
川
優
子
）

加
藤
幸
三
郎
氏
（
か
と
う

・
こ
う
ざ
ぶ
ろ
う
）
名
誉
教

授
・
元
経
済
学
部
教
授

１２
月
９
日
、
８４
歳
で
死

去
。
１
９
６
３
年
か
ら
在

職
。
２
０
０
０
年
定
年
退

職
。
専
門
は
近
現
代
日
本
経

済
史
。

海外からも５０人参加

聴 衆
６００人超

無
関
心
に
さ
よ
う
な
ら

脱
原
発
に
強
い
決
意

脱
原
発
に
強
い
決
意

日本ペンクラブ脱原発シンポ Part４～福島原発事故―総理大臣として考えたこと～日本ペンクラブ脱原発シンポ Part４～福島原発事故―総理大臣として考えたこと～

現
状
に
強
い
危
機
感

現
状
に
強
い
危
機
感

菅直人元首相が講演

ＡＰＳＤ
国際学会

▲ 聴衆で埋まったシンポ会場

「
平
安
皇
朝
の
国
際
交
流
と
源
氏
物
語
」

人
文
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

▲ 講演する菅元首相

訃

報
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